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特集 203X：AIで「拡張」する社会

Ⅰ　拡張する経済
Ⅱ　生成AIからAIエージェントへ
Ⅲ　AIエージェント・エコノミーの到来
Ⅳ　AIエージェント・エコノミーがもたらす新たな経済・ビジネスモデル
Ⅴ　AIエージェント・エコノミーの構築に向けた論点
Ⅵ　結語

C O N T E N T S

要　約

1 テクノロジーは経済を拡張する。デジタルによる拡張は「デジタル・エコノミー」を生
み出し、予測AIによる拡張は「プラットフォーム・エコノミー」を生んだ。生成AIが
テクノロジーのパラダイムシフトだとすれば、新たな経済の到来が予想される。

2 本稿では、生成AIが拡張する経済の未来シナリオの一つの姿として「AIエージェント・
エコノミー」を展望する。「AIエージェント・エコノミー」は、システム構造、経済と
産業構造、生活とビジネスを根底から変革する可能性を持つ。

3 AIエージェントが持つ予測力、識別力、個別化力を背景に、顧客のニーズを先取り・
深掘りする、「デプス・エコノミー（深さの経済）」が存在感を増していくだろう。生産
量の拡大と費用低減を目指すスケール・エコノミー（規模の経済）とは異なり、既存顧
客との関係性を深めることで支払意思額を高めるメカニズムである。

4 「AIエージェント・エコノミー」の構築に向けて、ビジネスや技術の設計者には、経済
全体を捉え、経済価値と社会価値の両立をバイデザインで組み込んでいく視点が求めら
れる。

5 日本は、「AIエージェント・エコノミー」を変化の機会として捉え、前向きな展望を持
って経済的豊かさの維持・拡大を図っていくべきである。

竹端克利

拡張する経済
AIエージェント・エコノミーの到来
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Ⅰ	拡張する経済

1 テクノロジーは
 何を求めているのか
「テクノロジーは何を求めているのか文献1」
というのはケヴィン・ケリーの言葉だ。彼の
考察によれば、テクノロジーは、生命が求め
るものを求め、効率、機会、複雑性、多様
性、自由度、美しさ、感受性などを増す方向
に向かうという。テクノロジーが拡張する経
済もまた、テクノロジーが望む方向に進んで
いるといえるのかもしれない。

2 テクノロジーが拡張する経済
これまでのところ、デジタルテクノロジー

は、経済を 2 段階で拡張してきた。第 1 段階
の拡張で「デジタル・エコノミー」が生まれ
た。インターネット・スマートフォン・クラ
ウドといった通信と計算の革新は、 e コマー
スやデジタル決済などの新たなテクノロジー
を生み出し、経済活動の場をサイバー空間と
いう広大な空間へと広げた。デジタル・エコ

ノミーは、従来の経済における時間と空間の
制約を解放した。しかし、情報と市場の参加
者が増大する一方で、商品の探索コストや取
引相手が信頼できるかを見極めるコストな
ど、市場の摩擦という新たな問題が生じた。

第 2 段階の拡張により生まれた「プラット
フォーム・エコノミー」は、市場の摩擦から
の解放を求めた。データと計算パワーの増加
は予測AIという次の革新を引き起こし、予
測AIは推薦や評価やマッチングのアルゴリズ
ムを高度化し、プラットフォームという新た
なテクノロジーが生まれた。予測AIは摩擦を
減らし、効率を高めることに役立った文献2。
確かにテクノロジーが拡張する経済はいろい
ろな問題を生み出しつつも、テクノロジーが
望む方向に進んでいるようだ。

3 新たな経済の展望
われわれは今、生成AIという、次のテク

ノロジーのパラダイムシフトの中にいる。生
成AIが経済を拡張するとすれば、その経済
は何を求め、どのような姿になるのだろう

図1　デジタルテクノロジーによる経済の拡張
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か。結論からいえば、この疑問に対するわれ
われの仮説は、テクノロジーは、「人間の認
知力と身体力の制約からの解放」を求め、

「AIエージェント・エコノミー」という新た
な経済が生まれる、というものである（図 1 ）。

4 本稿の目的
本稿の目的は、数ある未来のシナリオの一

つとして「AIエージェント・エコノミー」
を構想し、そのシナリオが実現する場合の論
点を提供することにある。デザイナーのアン
ソニー・ダンの言葉を借りると、スペキュラ
ティヴ・デザイン文献3とでもいうものに近
い。それは、よりよい世界を考えるために未
来シナリオを提示し、議論を深めるというプ
ロセスだ。また、一つの未来シナリオとはい
え、われわれの考えるシナリオは妥当な根拠
があり、仮に実現されたとすればインパクト
が大きいと考えている。

このようなシナリオについて考察を深める
ことは、ビジネス、技術、制度に携わる人に
限らず、広く一般の人にとっても意義のある
ことだと思われる。望ましい世界を構想し、
議論し、アクションし始めることは、AIの
時代においても、人間にしかできないことだ。

Ⅱ	生成AIからAIエージェントへ

1 AIエージェントとは何か
本章ではまずAIエージェントとは何かを紹

介するとともに、足元の動向を見ていきたい。
AIエージェントとは、平たくいえば、ユ

ーザーがやりたいことを伝えると、ユーザー
のために複雑なタスクをこなしてくれるソフ
トウエアのことだ。

たとえば、夏休みの旅行を手配してほしい
とAIエージェントに伝えると、AIエージェ
ントは予定表を参照して、フライトとホテル
の予約を代行してくれる。個人のみでなく、
企業も利用できる。たとえば、カスタマーサ
ポート業務において、顧客からの問い合わせ
への回答の作成を依頼すると、顧客管理シス
テムから過去のコンタクト履歴を参照して、
企業の回答ポリシーに沿って、適切な回答を
作成してくれる。さまざまなタスクに対応で
き、24時間365日稼働可能で、同時に何百何
千の人や外部サービスとやりとりすることも
可能であることから、人や組織の力を拡張す
るテクノロジーとして期待されている。

2 AIエージェントを
 スペクトラムで捉える

どこまでがAIエージェントで、どこから
がAIエージェントではないのだろうか。現
状、AIエージェントの定義は多岐にわたり、
広く合意された定義は存在しないため、この
問いに答えるのは難しい。しかし、可能性を
オープンにしておくという意味で、世の中で
AIエージェントと呼ばれるものを幅広いス
ペクトラムとして捉えることが一つの潮流と
なっている。

計算機科学者のアーヴィンド・ナラヤナン
らは、複数の既存の定義を参照、整理したう
えで、次の要素を持つエージェンティックな
AIシステム注1をAIエージェントと位置づけ
ている文献4。この見方に沿えば、多くの音声
アシスタント、チャットボット、RPA、デ
ジタルヒューマン、自動運転車、ロボットな
ども広い意味でのAIエージェントといえる
だろう。
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（1）	 環境とゴール
より複雑な環境で動作するAIシステムは、

よりエージェンティックである。複雑な環境
の要素には、タスクや領域の幅広さ、かかわ
るステークホルダーの多さ、行動に至るまで
の時間の長さ、予期せぬ変化の程度などがあ
る。また、ゴールまでの手順を指示されるこ
となく、複雑なゴールを目指すことができる
システムは、よりエージェンティックである。

（2）	 ユーザーインターフェイスと
	 ユーザーの関与

自然言語で指示ができ、ユーザーに代わっ
て自律的に行動するAIシステムは、よりエ
ージェンティックである。特に、ユーザーの
関与を必要としないシステムほど、よりエー
ジェンティックである。

（3）	 システムデザイン
ツール（Web検索やコード実行など）や

プランニング（ゴールのサブゴールへの分解
など）といったシステムデザインパターンを
使うシステムは、よりエージェンティックで
ある。システムの制御フローが動的なシステ
ムは、よりエージェンティックである。

3 生成AIからAIエージェントへ
AIエージェントと聞くと新しい言葉のよ

うに聞こえるかもしれないが、実は古くから
研究されているアイデアだ。では、技術的に
何が新しいのだろうか。それは、生成AI、
特にLLM（大規模言語モデル）の進歩を契
機として、よりエージェンティックなAIエ
ージェントをつくることが可能になってきた
ことにある。それには大きく 3 つの要因が挙

げられる。

（1）	 LLMの進歩
第一に、LLMのモデル自体の進歩が挙げ

られる。AIエージェントは、過去にも、ル
ールベース、強化学習のAIを使ったものが
研究されていたが、いずれも利用できる領域
が限定されていた。これに対して、現在の
LLMは、領域を限定せず、さまざまなタス
クに対応できる汎用性を持っている点が特徴
だ。汎用性を獲得したことでタスクの幅が大
きく広がった。

（2）	 LLMアプリケーション
	 開発フレームワークの進歩

第二に、オープンソースをはじめとして、
LLMアプリケーションの開発フレームワー
クの整備が進んできたことも大きい。Lang-
Chainなどのフレームワークが普及し、AIエ
ージェントの開発が容易になった。

（3）	 LLMアプリケーションの進歩
第三に、LLMを通常のチャットボットと

して利用する方法以外に、よりAIエージェ
ント的に利用する方法が蓄積されてきたこと
が挙げられる。前者は与えたタスクに一問一
答で答える方法であるのに対して、後者は熟
考や情報収集などを行い、改善を繰り返す方
法といえる。AI研究者のアンドリュー・ン
グは、後者をエージェンティック・ワークフ
ローと呼び、そのデザインパターンを、①リ
フレクション（自己反省）、②ツール利用、
③プランニング（計画立案）、④マルチエー
ジェントの 4 つに分類している文献5	注2。数学
の問題からプログラミングに至るまで多くの
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タスクにおいて、エージェンティック・ワー
クフローを利用することで、チャットボット
型の利用に比べてパフォーマンスが向上する
との研究結果が出ている。

4 AIエージェント時代の幕開け
（1）	 AIエージェントの商用化

こうしたことからAIエージェントへの期
待は高まり、2024年に入り、AIエージェン
トはテック企業の主要なアジェンダの一つと
なった。フロンティアモデルを開発するテッ
ク企業各社は、矢継ぎ早にAIエージェント
の技術プロダクトを発表している。

2024年11月の執筆時点における情報だが、
Googleは 5 月のGoogleI/O文献6においてProj-
ect Astra文献7を発表し、自社プロダクトに組
み込んでいく予定としている。OpenAIは、
2025年にはAIエージェントが日常的に使わ
れるようになると述べ、10月のDevDay文献8

に お い て、RealtimeAPI、ChatGPT search
などをその布石として発表した。Microsoft
は企業向けにAIエージェントを開発する
Copilot Studio文献9を11月から提供開始してい
る。AWS、Azure、GCPといったクラウド
環境においても、AIエージェントの開発環
境の整備が進んでいる。

（2）	 アプリケーションの商用化
また、AIエージェント技術の土台が整備

されてきたことで、多くの企業がAIエージ
ェントを組み込んだサービスを開始してい
る。BtoB向けでは、SaaS各社がサービスに
AIエージェントを組み込む動きが顕著であ
り、Salesforce文献10、ServiceNow文献11、SAP
文献12といったSaaS企業がサービスの開始を

発表した。
BtoCにおいても、大手テック企業がサービ

スにエージェントを組み込む動きが出てきてい
る。AppleはApple Intelligenceを発表し、10
月から米国でサービスを開始している文献13。
Amazonは 2 月から米国で（日本では11月か
ら）Rufusと呼ばれるチャットボット型AIエ
ージェントのベータ版の提供を同社のECプ
ラットフォーム上で開始している文献14。将
来的にはAIエージェントがユーザーの指示
により購買を代行する可能性にも言及してい
る文献15。国内においても、富士通文献16、
NTTデータ文献17が、AIエージェントを活用
したサービスを発表している。

5 AIエージェントの今後
ガートナーは、2028年までにエンタープラ

イズソフトウエアアプリケーションの33％に
エージェンティックなAIが組み込まれるよ
うになり、2024年の 1 %未満から増加し、日
常業務の意思決定の15%が自律的に行われる
ようになると予想している文献18。より長期
的にはサイバー空間からフィジカル空間へ普
及が進んでいくと考えられる。またLWM

（Large World Model）注3などのモデルのレイ
ヤーでのイノベーションが起きれば、AIエ
ージェントはよりエージェンティックになっ
ていくだろう。

Ⅲ	AIエージェント・エコノミー
	 の到来

 AIエージェント・エコノミーが 
もたらす変化

AIエージェント技術がさらに進歩し、サ
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イバー空間やフィジカル空間に広く普及が進
んだ先の未来において、経済はどのような姿
になるだろうか。冒頭で述べたように、われ
われはその一つのシナリオとして、「AIエー
ジェント・エコノミー」が展望できると考え
ている。

AIエージェント・エコノミーとは、多く
の個人や組織がAIエージェントを利用し、
AIエージェントがユーザーのためにさまざ
まな経済活動を代行することで、個人、組
織、社会のウエルビーイングを高める経済の
ことである。AIエージェント・エコノミー
は、人間の認知力と身体力という制約を解放
し、経済や産業構造に大きな変化をもたらす。

本章では、この変化を、①システム構造の
変化、②経済と産業構造の変化、③生活とビ
ジネスの変化の 3 つに分けて順番に見てい
く。①では、プラットフォーム・エコノミー
とAIエージェント・エコノミーをシステム
構造の観点から比較し、その差異について述
べる。②では、システム構造の変化を前提と
した場合に、どのような産業構造の変化が起
きるかを論じる。③では、日本の課題解決の
視点に立ち 3 つの未来事例を紹介する。

1 システム構造の変化
（1）	 AIエージェントは
	 新たなユーザー接点を担う

プラットフォーム・エコノミーでは、ユー
ザーはブラウザやアプリを介して多数の機能
別プラットフォーム（Web検索、 e コマー
ス、SNS、業務用SaaS、行政サービスなど）
を別々に操作する必要があった。一方、AI
エージェント・エコノミーでは、ユーザーは
少数の目的別AIエージェントのみとやり取
りし、AIエージェント経由で機能別プラッ
トフォームにアクセスする。AIエージェント
は、機能別プラットフォームを集約すること
で、新たなユーザー接点の中心となる（図 2 ）。

（2）	 プラットフォームは
	 AIエージェントのマッチングを担う

プラットフォームの中心的な機能は、両面
市場あるいは多面市場といわれるように、売
り手と買い手、貸し手と借り手など、複数の
異なるグループ間をマッチングさせることに
ある。多くの人や組織がAIエージェントを
介してプラットフォームにアクセスするよう
になるにつれて、プラットフォームの中心的

図2　プラットフォーム・エコノミーとAIエージェント・エコノミーの比較（ユーザーの視点）

プラットフォーム・エコノミー ＡIエージェント・エコノミー

A さんA さん

プラットフォーム 1
 （機能別）

プラットフォーム 2
 （機能別）

プラットフォーム 3
 （機能別）

プラットフォーム 1
 （機能別）

プラットフォーム 2
 （機能別）

プラットフォーム 3
 （機能別）

エージェント
 （目的別）
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な機能は、「人や組織のマッチング」から
「AIエージェントのマッチング」へと変化し
ていく（図 3 ）。

（3）	 ユーザーとシステムの役割が変化する
ユーザーとシステムの役割が大きく変化す

る。プラットフォーム・エコノミーでは、ユ
ーザーはプラットフォーム上でタスクを実施
し、プラットフォームはユーザーに最適化さ
れた機能を提供していた。AIエージェント・
エコノミーでは、ユーザーの主な役割は「AI
エージェントのマネジメント（目的を伝え
る、意思決定をする、結果を確認する、モデ

ルを微調整するなど）」となる。AIエージェ
ントが多くのタスクを代行し、ワークフロー
は動的につくり変えられていく。プラットフ
ォームの機能はAIエージェントに最適化さ
れていく（表 1 ）。

2 経済と産業構造の変化
（1）	 AIエージェントビジネスの成長

ユーザー接点がAIエージェントにシフト
すると、ビジネスの中心はプラットフォーム
からAIエージェントにシフトする。新たに
AIエージェントの開発・提供を行うAIエー
ジェントプロバイダービジネスが成長する。

図3　プラットフォーム・エコノミーとAIエージェント・エコノミーの比較（プラットフォームの視点）

プラットフォーム・エコノミー ＡIエージェント・エコノミー

プラットフォーム
（人に最適化）

企業 1

企業 2

企業 3

B さん

C さん

A さん

プラットフォーム
（エージェントに最適化）

企業 1

企業 2

企業 3

B さん

C さん

A さん エージェント

エージェント

エージェント

エージェント

エージェント

エージェント

表1　プラットフォーム・エコノミーとAIエージェント・エコノミーの比較（役割・機能の視点）

プラットフォーム・エコノミー AIエージェント・エコノミー

ユーザー
（人・組織）

プラットフォーム上で
タスク実行

AIエージェントのマネジメント
（目的を伝える・意思決定する・

結果を確認するなど）

AIエージェント ─ プラットフォーム上で
タスク実行

プラットフォーム 人のタスクを支援 AIエージェントのタスクを支援
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付随して、AIエージェントの訓練や調整、
評価や認証、監査やセキュリティ対策などを
提供する新たなビジネスも登場する。広告や
マーケティングなどのビジネスの場は、プラ
ットフォームからAIエージェントに変化し
ていく。

（2）	 プラットフォームビジネスの転換
プラットフォームは人ではなくAIエージ

ェントに選ばれるようになる。プラットフォ
ームビジネスの競争優位性は、AIエージェ
ントのアルゴリズムや行動の理解、AIエー
ジェント同士や商品との最適なマッチングア
ルゴリズム、AIエージェントが利用しやす
いインターフェースや機能などに変化してい
く。広告やマーケティングなどに依存した従
来のプラットフォームのビジネスモデルは、
サブスクリプションや従量課金制といった新
たなモデルに転換していく。

（3）	 人依存産業の生産性向上
特にサービス産業など、人への依存度が高

く、生産性の低さや人手不足が課題となって
いる産業や領域において、AIエージェント
が人や組織の力を拡張し、多くの経済活動を
代行することで、生産性を向上し、人手不足
問題を緩和する。既存の事業者が大規模な業
務改革とリスキリングを行うことで、従業員
の業務の多くはAIエージェントのマネジメ
ントにシフトする。

（4）	 高付加価値サービスの民主化
特に金融、教育、医療など、専門家による

高付加価値サービスの価格を下げることで、
これまでは高額で一部の人々しかアクセスで

きなかったサービスに、多くの人々がアクセ
スできるようになる文献19。専門家は、高度
な専門性をAIエージェントに教え込むこと
で、より多くの人々にサービスを届けられる
ようになり、より創造的な業務に時間を割け
るようになる。

（5）	 価値の高次元化と
	 ウエルビーイングの向上

これまでは、人の認知力の制約により、経
済活動において価格・評価・資格などの低次
元な情報が利用されてきた。AIエージェン
ト・エコノミーでは、AIエージェントが人
の認知力を拡張することで、人はより高次元
な情報を扱えるようになり、より感覚的な経
済活動や最適な取引が可能になる。

（6）	 AIエージェント組織の拡大
マルチエージェント技術の成熟により、ユ

ーザーの管理の下で多数の役割の異なるAI
エージェントが協力して組織を構成するよう
になる。AIエージェント組織間の協力や合
併なども可能になり、AIエージェント・エ
コノミーにおける生産性はさらにレバレッジ
されていく。たとえば、開発の得意なAIエ
ージェント組織とマーケティングの得意な
AIエージェント組織が協力することで、よ
り大きな成果が生み出せるようになる（図
4 ）。

3 生活とビジネスの変化
（1）	 介護AIエージェント	
①課題
日本では生産年齢人口比率の減少により、

特に介護の人手不足が顕著である。介護で
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は、家族、ケアマネジャー、介護施設、病
院、地方自治体など関係者が多く、被介護者
に対する包括的な支援が必要になるが、現在
のデジタルソリューションは個別最適なもの
にとどまっている。

②解決策
被介護者と家族に一つ提供される介護AI

エージェントが、複数のプラットフォームや
サービスを集約し、多数の関係者とのやりと
りを担うことで包括的なサービスを支援する。

③具体例

• ケアマネジャー：空間知能を獲得した介
護AIエージェントは、被介護者の生活と
健康状態をよく把握している。プライバ
シーを保護したうえで、日々の対話のデ
ータ、睡眠のデータ、歩行のパターンな
どを分析して、ケアマネジャーAIエージ
ェントに健康状態を伝える。ケアマネジ
ャーAIエージェントがデータを基にケア
プランのドラフトを作成すると、ケアマ

ネジャーは被介護者の体調を直接確認し、
ドラフトの修正と承認を行う

• 介護施設：簡単な介助については、介護
AIエージェントが室内で介護ロボットを
稼働させて、歩行や移動などを支援する。
介護士による介助が必要な場合は、AIエ
ージェントが介護士に体調や状況を伝え
ることで、よりきめ細やかな介護が可能
になる

• 病院：医師に健康上のアドバイスを求め
る際には、介護AIエージェントが、医師
AIエージェントに相談する。定期検診な
どで通院が必要な際は、介護AIエージェ
ントが病院を予約し、自動運転車を手配
する。通院当日は、前回の通院時点から
の体調の変化をまとめ、被介護者が医師
とやりとりする際の参考情報とする。網
羅的かつ定量的に状況を共有することで
エビデンスベースの診断や処方が可能と
なる

• 地方自治体：介護度の認定申請などの行政
手続きは、介護AIエージェントと地方自治

図4　AIエージェント組織の連携

連携
B さんエージェント

（マネジャー）

エージェント
（マーケティング）

エージェント
（企画）

設計開発組織

マーケティング
組織

A さん エージェント
（マネジャー）

エージェント
（設計）

エージェント
（開発）

エージェント
（開発）

エージェント
（テスト）



67拡張する経済

体AIエージェント間のデータ共有により行
われる。被介護者はデータ共有前に申請デ
ータを確認し、介護AIエージェント経由で
マイナンバーと公的個人認証を使って申請
を行う

④効果
介護サービスの人手不足問題を解消するだ

けでなく、一人ひとりに最適化された質の高
いサービスを低コストで提供できるようにな
る。被介護者と家族は介護負担を軽減するこ
とで、より心理的なやりとりに時間を使える
ようになる。医療や介護サービスが最適化さ
れることにより、国全体での社会保険料の削
減にも寄与する。

（2）	 観光おもてなしAIエージェント
①課題
日本は観光地として世界的にも高い評価を

受けているが、インバウンドの増加、人手不
足、多様化する顧客ニーズ、多言語対応の必
要性など、観光業には多くの課題が存在する。

②解決策
観光おもてなしAIエージェントがプラッ

トフォームやサービスを集約し、旅館の予
約、滞在、現地の観光、チェックアウトまで
をトータルで支援することで、課題解決と顧
客体験の向上に寄与する。

③具体例

• 予約：予約は観光AIエージェントがオン
ラインと電話の両方から自然言語で受け
つける。もちろん、顧客のAIエージェン
トからの予約にも対応している。顧客の

要望や特別なリクエストを丁寧にヒアリ
ングし、過去の履歴や嗜好を分析し、最
適なプランを提案する。多言語対応が可
能で、海外からのゲストにもスムーズに
対応できる

• 滞在：滞在中は、顧客は観光AIエージェ
ントと音声やチャットでのやり取りが可
能で、観光プランの提案や相談、ルーム
サービスの注文、部屋の照明や温度の調
節などができる。顧客からのリクエスト
はスタッフに共有され、スタッフは迅速
な対応が可能になる

• 観光：観光地の空間情報を隅々まで学習
した観光AIエージェントが24時間どこで
もガイドをしてくれる

• チェックアウト：チェックアウトの際は、
お土産の提案、滞在中のデータに基づい
た次回の観光プランの提案、フィードバ
ック収集などを行う

④効果
課題解決に加えて、顧客満足度向上と業務

効率化を同時に実現でき、顧客はパーソナラ
イズされた快適な滞在を楽しむことができ
る。多言語対応や24時間サポートにより、国
内外からの多様な顧客ニーズに応えることが
可能になる。地方の観光産業の強化にもつな
がる。

（3）	 サプライヤー管理AIエージェント
①課題
製造業では、多種多様な部品や原材料をタ

イムリーかつコスト効率よく調達することが
求められるが、サプライヤーとのやりとりは
複雑で、多くの時間と労力を要する。
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②解決策
サプライヤー管理AIエージェントが多数

のサプライヤーとのやりとりを担う。生産計
画、在庫状況、需要予測などの多数のデータ
ソースにアクセスし、リアルタイムに分析す
ることで、個々のサプライヤーとの最適な取
引が可能になる。

③具体例
サプライヤー管理AIエージェントは、企

業が独自に保有するこれらのデータに基づ
き、必要な部品や原材料の最適な発注タイミ
ングと数量を自動的に決定する。サプライヤ
ー側もAIエージェントを導入しており、製
造企業のAIエージェントと直接コミュニケ
ーションを取る。AIエージェント同士が、
価格や納期について自動的に交渉し、最適な
条件を迅速に提案してくれる。業務の担当者
は、提案内容を確認し、必要に応じて修正を
かけたうえで承認する。市場の動向やサプラ
イチェーンのリスクをリアルタイムで把握す
ることで、代替サプライヤーの提案や在庫の
再配置も可能になる。契約手続きの際には、
契約書、発注書、納品書などの書類を自動生
成・管理し、事務作業を大幅に削減する。

④効果
製造企業は調達プロセスの効率化とコスト

削減を実現できる。サプライヤー側も需要予
測に基づいた生産計画を立てやすくなり、在
庫の最適化や無駄の削減につながる。業務の
担当者は戦略的な意思決定や新製品開発な
ど、より高付加価値な業務に集中できるよう
になる。製造業全体の生産性向上と競争力強
化にも寄与する。

Ⅳ	AIエージェント・エコノミー
	 がもたらす新たな
	 経済・ビジネスモデル

1 顧客との関係の深さを重視する
 デプス・エコノミー

AIエージェントが経済メカニズムに及ぼ
す影響を、別の視点から見てみよう。われわ
れはAIエージェントによって、これまでの
スケール・エコノミー（規模の経済）とは異
なる、「デプス・エコノミー（深さの経済）」
とでも呼べるような仕組みが存在感を増して
いくとみている。

スケール・エコノミーとは、大量生産によ
って商品 1 個当たりの平均費用および追加的
な生産にかかる限界費用を下げるメカニズム
である。生産規模を大きくするほどコスト競
争力が高まるため、生産規模が重要になる。

それに対してデプス・エコノミーとは、商
品の生産規模を増やすのではなく、各顧客と
の接点を増やすことで顧客をより深く理解
し、究極的には顧客の支払意思額を高めるメ
カニズムであるため、関係性の深さが重要に
なる。

この背景には、AIが持つ「予測力」「識別
力」「個別化力」の強みがある注4。顧客に関
するデータが蓄積されればされるほど、AI
が顧客の嗜好やニーズを「識別」し、商品や
サービスを「個別化」する。場合によって
は、顧客が要望をいう前にそのニーズを「予
測」し、先取りすることもあるだろう。これ
らを総称してデプス・エコノミー（深さの経
済）と呼んでいる。

多くの顧客に対してカスタマイズしたもの
を提供する「マス・カスタマイゼーション」
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はすでに登場している。しかし、これまでの
マス・カスタマイゼーションは、顧客が自身
の好みやニーズ、データを明示し、デジタル
技術がそれに従って各人向けの商品・サービ
スをカスタマイズしていた。PCでいえば、
Webサイト上でユーザーがさまざまなスペ
ックを選択することで、自分に合ったPCが
つくれるような仕組みである。あくまで顧客
から明示化されたデータを基にしている

（例：求めるCPUの性能、画面の大きさ、メ
モリー容量など）。

しかし、AIが進化し、さらにさまざまな
機器に遍在化することで、顧客との接点（タ
ッチポイント）が増え、顧客が言語化してい
ない好みやニーズについても把握することが
できるようになるだろう。顧客が意識してい
ないニーズ・好みさえも見つかるかもしれな
い。それはAIの進化、特にマルチモーダル
化と関係している。

たとえばAppleのスマートグラスである
「Vision Pro」は、映像コンテンツを見てい
るユーザーの目の動きや瞳孔の大小から、ユ
ーザーが言葉に出さない、あるいは意識下の
好き嫌いについても識別できる。「目は口ほ
どに物を言う」である。また相手が企業であ
っても、その企業との交流データが増えるほ
ど、顧客に何をオファリングすればよいか、
AIエージェントがアドバイスをするように
なる。営業担当者が気づかなかった点も指摘
してくれるかもしれない。

著作家のジョゼフ・パインは、「マス・カ
スタマイゼーション」のさらに先があること
を指摘した。それは個別の客の中にある「複
数市場」を理解したカスタマイズだと述べて
いる文献20。われわれはパインが述べている

概念を「ディープ・カスタマイゼーション」
と呼ぶ。個別の客の内側をさらに深掘りして
いるからである。

たとえば旅行を考えても、ビジネス旅行、
家族との観光旅行、 1 人での観光旅行では、
それぞれ移動手段や泊まる宿の選択も変わ
る。また食事を考えると、その人の好みだけ
でなく、忙しい日は早く食べられるものがい
いし、時間があるときはくつろげる環境での
食事がうれしい。節食中であればそれを考慮
しなければならない。これがパインのいう

「顧客の中の複数市場」である。
さらにいうと、ディープ・カスタマイゼー

ションは単一商品・サービスのカスタマイズ
ではなく、複数商品・サービスを組み合わせ
たオファリングとなることも多いだろう。
AIが顧客のデータを学べば学ぶほど、「顧客
のジグソーパズル」のピースが埋まっていく
ので、ほかの商品との合わせ技で満足度を高
めることが可能になるからである。

2 デプス・エコノミーの復権
実はこれまで説明したデプス・エコノミー

は昔から存在している。より正確にいうと、
スケール・エコノミーという大量生産モデル
が主流になる以前は、デプス・エコノミーが
主流だったといってもよい。「サザエさん」
に登場する三河屋さんは、磯野家の家族構成
から、職業、好み、家庭事情などを熟知して
おり、場合によっては注文を受けていない商
品を一緒に配達することすらある。注文する
のを忘れていたのだろうと気を利かせて持参
するのだ。予測配送も含むような、ディー
プ・カスタマイゼーションである。

かつては、三河屋さんのように顧客と「ハ
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向があるという。たとえば、隠れたチャンピ
オン企業の 1 つであるウィンターハルター
は、業務用食洗器のメーカーだが、ホテルと
レストランに顧客層を絞ったうえでそれら特
定顧客層のニーズを深掘りし、食洗器以外に
も水質調整剤や洗浄剤、その他顧客が必要と
する保守サービスなども併せて提供している。

これは量よりも質、高付加価値を武器にし
たビジネスモデルである。しかし隠れたチャ
ンピオン企業は、積極的なグローバル展開に
よって、量拡大にも挑戦している。ウィンタ
ーハルターの場合、国内にいるその他の顧客
層（例：病院、学校）に販路を広げるのでは
なく、外国のホテル、レストランをターゲッ
ト顧客とする。国が違っても顧客層が同じで
あれば、知見が活かしやすいからである。顧
客の深い理解が大事なので、隠れたチャンピ
オン企業の典型的なグローバル事業は、代理
店経由ではなく自社拠点を通じた直接販売が
多いという。

イタッチ」な関係性を持つお店は多かった。
しかし顧客の量拡大を重視するスケール・エ
コノミーの存在感が増していくと、特に効率
性の視点から大規模店舗や e コマースのよう
な顧客との接触が最小限な「ロータッチ」な
関係性が主流となっていく。

しかし、現在でもハイタッチなデプス・エ
コノミーを実践し成功している企業群がい
る。それはドイツやスイスを中心に多いとい
われている「隠れたチャンピオン企業」と呼
ばれる企業群である。経営コンサルタントの
ハーマン・サイモンが名づけた企業群で、

「売上高が40億ドル以下」かつ「世界市場で
3 位以内か、地域市場でシェア 1 位」の企業
を指す文献21。多くはニッチな市場を対象と
している。

サイモンによれば、隠れたチャンピオン企
業は顧客の幅を広げるのではなく、特定顧客
のニーズを深掘りし、メインの商材に加えて
複数商品・サービスのオファリングをする傾

図5　AIエージェントによって労働力をスケーリングしながら顧客を深く理解する

1   労働力のスケーリング
● AIエージェントによる労働力のスケーリング
●多くの顧客に対応できるようになる

2   顧客ニーズの深い理解
● AI活用による顧客の深い理解
●同一顧客へのオファリング増加
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（2）	 経済価値と社会価値の両立の視点
第二に、プラットフォーム・エコノミーで

は、さまざまな社会課題に対して制度的な対
応が遅れたことを踏まえると、さらに大きな
社会的インパクトを持ち得るAIエージェン
ト・エコノミーに向けては、経済価値と社会
価値の両立をあらゆるステークホルダーの共
通原則と考えてもよいだろう。

（3）	 バイデザインの視点
第三に、ビジネスや技術の設計者には制度

的な対応を待つのではなく、バイデザインの
考え方で経済価値と社会価値を両立する仕組
みをビルトインしていくことが求められる。

このような視点に立ち、本章では、AIエ
ージェント・エコノミーの構築に向けた論点
と現状を、①技術・システム、②ビジネス、
③経済、④社会・倫理という 4 つに分類して
考察してみたい注5。なお、ここで挙げる論
点は網羅性を保証するものではなく、全体を
俯瞰し、今後の議論を深めるための材料とい
う位置づけである。

1 技術・システムの視点
（1）	 タスクの達成能力・評価

技術的な課題としては、タスクを達成する
能力と達成度の評価が挙げられる。

①コンテキストウィンドウの制約
タスクの達成能力については、LLMのモ

デルのレイヤーの課題として、コンテキスト
ウィンドウ（モデルが一度に扱えるトークン
数）のサイズ制約の問題が挙げられる。サイ
ズに制限があると、たとえば、複雑なタスク

AIの進化およびAIエージェントの登場は、
顧客とのハイタッチな関係性とデプス・エコ
ノミーを復権させると見ている。さらにいう
と、極めて限られた数の顧客としかつき合え
ないのがこれまでのデプス・エコノミーの弱
点であったが（三河屋さんも 1 万世帯を相手
にはできない）、AIエージェントによる労働
力のスケーリングによって、デプス・エコノ
ミーを多くの顧客に展開するという、これま
で極めて難しかったことも理論上は可能にな
るだろう。24時間365日会話ができるAIエー
ジェントが、 1 万の顧客を相手にハイタッチ
なやり取りをする。企業にとってAIエージ
ェント・エコノミーとは、労働力をスケーリ
ングしながら深さ（デプス）も追求するとい
う意味での、面的なビジネス拡張を可能とす
る（図 5 ）。

Ⅴ	AIエージェント・エコノミー
	 の構築に向けた論点

 原則
AIエージェント・エコノミーを構築する

とすれば、どのような課題を克服し、どのよ
うな論点を考慮する必要があるだろうか。大
きく 3 つの原則が考えられる。

（1）	 経済全体を捉える視点
第一に、AIエージェント・エコノミーが

経済構造の変化をもたらすとすれば、AIエ
ージェントのみでなく、プラットフォームや
制度を含めた経済全体を捉え、ビジネスや技
術を設計していく視点が求められるだろう。
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こなすようになると、アイデンティティやプ
ライバシー、セキュリティの重要性はこれま
で以上に増すことになる。

①アイデンティティとアクセス管理
AIエージェントが、多くの人や組織やほ

かのAIエージェントとさまざまな経済活動
を行うためには、信頼性と安全性が基礎とな
る。信頼性と安全性を確保するうえでの最初
の重要な論点は、AIエージェント自体にデ
ジタルアイデンティティを付与すべきかどう
か、付与する場合にはAIエージェントの認
証と認可をどう設計するか、という点だ。

また、AIエージェントをアプリケーショ
ンと捉えた場合、アプリケーションの要件や
AIエージェントに特有の要件を踏まえたア
クセス管理が求められる。たとえば、ユーザ
ーの認証、外部サービスをAPI経由で利用す
る際の認証と認可の管理、RAG（検索拡張生
成）でデータベースを参照する際のきめ細や
かなデータのアクセス制御、などの論点が考
えられる。アイデンティティ管理ソリューシ
ョンを提供するOkta社は、これらの課題に対
するソリューションとしてAuth for Genera-
tive AI Applicationsを発表している文献22。

②プライバシー
AIエージェントが複数のコンテキストで

使用される場合、コンテキストごとに振る舞
いや開示する情報を適切に制御する仕組みが
求められる。たとえば、AIエージェントを
介して、新規の取引相手とのアポイントメン
トを調整する際に、プライベートの予定をエ
ージェントがすべて開示してしまうのは望ま
しくない。また、プライバシーとセキュリティ

をサブタスクに分解した際にサブタスクの容
量が大きくなり、制限サイズを超えてしま
い、処理を中断せざるを得ないといった問題
が起きる。フロンティアモデルを開発する企
業においても、優先度の高い課題と認識され
ているため、今後さらなる改善が進むと予想
される。

②デザインパターンの成熟
アプリケーションレイヤーの課題として

は、AIエージェントのデザインパターンの
成熟が挙げられる。AIエージェントのデザ
インパターンとして、①リフレクション（自
己反省）、②ツール利用、③プランニング

（計画立案）、④マルチエージェントの 4 つを
紹介したが、アンドリュー・ングによれば、
前者の 2 つはロバストな方法であるのに対し
て、後者の 2 つはまだ新興技術であるとして
おり、今後の成熟が期待される。

③タスクの評価基準の確立
加えて、タスクの達成度の評価基準の確立

の問題がある。人の仕事の評価が難しいよう
に、AIエージェントに与えるタスクが複雑
になればなるほど、その評価はより難しくな
る。信頼できる評価基準の不足は、恣意的な
実験結果などにより、過剰な期待をあおるこ
とにもなることから、より広く社会実装を進
めていくうえでは、信頼できるタスクの評価
基準を確立することが求められる。

（2）	 アイデンティティ・プライバシー・
	 セキュリティ

AIエージェントが、多くのデータやサー
ビスにアクセスし、自律的に複雑なタスクを



73拡張する経済

頼したとして、 2 時間後に結果が出てきたと
すると、それは実用的とはいえない。タスク
の種類に応じて、タスクの計画に要する時
間、データベースの検索にかかる時間など、
ボトルネックは異なるため、原因に応じた対
策が求められる。

また、より複雑なタスクをAIエージェン
トに依頼するようになるにつれて、タスクの
計画と実行にかかる時間も長くなっていくと
考えられる。タスクによっては数時間から数
日に及ぶケースも出てくるだろう。このよう
な変化に対して、タスクの非同期実行、進捗
確認用のインターフェース整備などの対策に
加えて、人間側が慣れていくこともまた必要
であろう。

②インターフェース
自然言語によるAIエージェントとのやり

とりが増えていくと、ユーザーとAIエージ
ェント間のインターフェースには、スマート
フォン以外のデバイスが求められる可能性が
ある。直近では、音声でやり取りをする小型
のデバイス文献26、27に注目が集まったが、新
たなインターフェースの形態が市場で模索さ
れることになるだろう。

③プロトコル
異なるモデルや開発フレームワークを用い

て構築されたAIエージェント同士がスムー
ズに協働するためには、標準的なプロトコル
の整備が不可欠である。プロトコルが確立さ
れることで、AIエージェント間のデータ共
有が促進されるとともに、協調的なタスクの
実行が可能となる。統一されたプロトコル
は、相互運用性の向上や開発コストの削減に

の両方にかかわる課題としてデータの扱いが
ある。Apple Intelligenceでは、Private Cloud 
Compute文献23と呼ばれる仕組みを導入して
おり、ユーザーのパーソナルデータにユーザ
ー以外がアクセスできないような技術的な対
策を行っている。

③セキュリティ
AIエージェントがLLMを利用する場合に

は、LLMアプリケーションの脆弱性に対す
る対策も論点になる。OWASPはLLMアプリ
ケーションに関する10個の脆弱性を公開して
おり文献24、攻撃者が悪意のあるプロンプト
を入力する「プロンプトインジェクション」、
訓練データやファインチューニング用データ
を不正に操作する「データ＆モデルポイズニ
ング」などの脆弱性を挙げている。AIエー
ジェントに過剰にタスクを委譲することで、
プロンプトインジェクションやハルシネーシ
ョンが引き金となり、AIエージェントが望
ましくない行動を取ってしまう「過剰なエー
ジェンシー」という脆弱性も指摘されてい
る。

こうした脆弱性への対策の有効性を評価す
る手法はレッドチーミングと呼ばれており、
活用が進んでいる。直近ではAIセーフティ・
インスティテュートがレッドチーミングのガ
イドラインを発表するなどの動きもある文献25。

（3）	 パフォーマンス・インターフェース・
	 プロトコル
①パフォーマンス
AIエージェントの応答速度や処理速度は

ユーザー体験に直接的に影響する。たとえ
ば、 1 時間後の会議に必要な資料づくりを依
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も寄与する。

（4）	 プラットフォーム
プラットフォームにはAIエージェント向

けにサービスを適合していくこと求められ
る。標準的な方法は確立されていないが、い
くつかの萌芽事例はすでに出てきている。

たとえば、ChatGPTのChatGPT Plugins文献28

では、ユーザーが外部サービスとしてプラッ
トフォームの機能を利用するためには、プラ
ットフォーム側でプラグインを開発して公開
する必要がある。

プラットフォーム側がAIエージェントの
開発フレームワークにツールを提供する方法
もある。一例として、決済プラットフォーム
を提供するStripe社による、「Stripe Agent 
Toolkit」がある文献29。Stripe Agent Toolkit
は、複数のAIエージェント開発フレームワ
ークと複数のLLMに対応しており、Stripe 
APIを呼び出すコードを簡単に書くことがで
きる。これにより、AIエージェントによる
決済フローの自動化や資金の受取や支払いが
可能になる。

2 ビジネスの視点
（1）	 ビジネスモデル

プラットフォーム・エコノミーでは、サー
ビスが機能別プラットフォームに集約され、
プラットフォームごとに、広告、サブスクリ
プション、シェアリングエコノミーなどの新
たなビジネスモデルが生まれた。AIエージ
ェント・エコノミーにおいても、プラットフ
ォームが目的別のAIエージェントに集約さ
れ、AIエージェントごとに新たなビジネス
モデルが生まれる可能性がある。ビジネスモ

デル自体を新たにデザインしていく視点が必
要になるだろう。

（2）	 ビジネス効果の検証
ビジネスにおける重要な論点は、AIエー

ジェントを導入することで、課題解決や生産
性向上、新たな価値創出といった目標が達成
できるかどうかである。先行研究や先行事例
の参照、実証実験などを通じて、適用領域と
効果を見極めていくことが求められる。

たとえば先行研究の例として、AIの活用
に関する106件の研究結果をメタレビューし
た直近の研究によれば、平均的には、人と
AIの協働は、人のみ、AIのみのパターンと
比較して、パフォーマンスが大きく下がると
いう結果が出ている。また、意思決定タスク
ではパフォーマンスが下がる一方、コンテン
ツ作成タスクに限定すると、人とAIの協働
は、人のみ、AIのみよりパフォーマンスが
大きく向上するという結果が出ている。テッ
ク企業を中心に、人とAIが協働することで
生産性が高まるというストーリーが普及して
いたが、個々の業務ケースを検証していくこ
とが必要だろう文献30。

（3）	 人間参加型の業務フローの設計
AIエージェントの能力を効果的に引き出

すとともにリスクを抑えるためには、適切な
人間参加型（Human-in-the-Loop）の業務フ
ローの設計が求められる。人間側には「人の
マネジメント」と同様に「AIエージェント
のマネジメント」の方法論を確立していくこ
とが必要になる。

たとえば、AIエージェントにタスクを依
頼する場合、どの程度の抽象度でタスクを依
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頼するのか、どの範囲でタスクを期待するか
により、タスクの結果や所要時間は大きく変
わる。訓練の際には、知識を明文化して教え
ることや、ツールの使い方を教えることなど
も重要である。

3 経済の視点
（1）	 経済圏の分析と設計

AIエージェント・エコノミーを前提とす
る経済圏の分析と設計には経済学の視点が役
立つ。一つの方法は、ゲーム理論的なモデル
を活用することである。ゲーム理論のモデル
にAIエージェントやプラットフォームを組
み込むことで、ゲームの参加者の行動や結果
にどのように影響を与えるか、ゲーム全体の
均衡や厚生や分配はどのように変化するかな
どを予測することができる。

もう一つの方法は、マーケットデザインの
活用である。ゲーム理論が参加者のインセン
ティブからゲーム全体の結果を予測するのに
対して、マーケットデザインでは、望ましい
結果を設定したうえで、参加者のインセンテ
ィブを設計する。マーケットデザインを活用
することで、AIエージェントやプラットフ
ォームを、参加者のインセンティブや行動に
影響を与えるように設計することができる。
このような研究を、理論と実証の両方から検
証していくことが、大規模な社会実装に向け
ては有益だろう。

実際にMicrosoft Researchはゲーム理論に
よるモデル化の研究を開始している文献31。
この研究では、生成AIを、（これまでの経済
学研究と同じように）人の効用や情報に影響
を与えるテクノロジーとしてモデル化するの
ではなく、経済エージェントとしてモデル化

することが適切としている。そのうえで、生
成AIを経済エージェントと位置づけた基本
モデルをつくり、いくつかのシナリオを設定
し、ユーザーやAIエージェントの効用への
影響を分析している。基本モデルでは、AI
エージェントを、ChatGPTのようなユーザ
ーとの通信のみを行うチャットボットとして
モデル化している。

（2）	 AIエージェントと
	 プラットフォームの分析と設計
①AIエージェント
上記の研究ではチャットボットをモデル化

していたが、よりエージェンティックなAIエ
ージェントをモデル化して分析することもで
きるだろう。たとえば、プラットフォームか
らのデータの取得を考慮したモデル、ほかの
AIエージェントとのやりとりを考慮したモデ
ルなど、いろいろな拡張が考えられる。

②プラットフォーム
プラットフォームの視点からは、AIエー

ジェントが広く普及した場合、プラットフォ
ームがどのように対応すべきかの考察も深め
られる。たとえば、プラットフォーム自身が
AIエージェントを提供することが合理的か
どうか、プラットフォームがAIエージェン
ト向けのサービスをAPI経由で提供する場合
のプラットフォームの使用コストをどのよう
に設定すべきかなどを分析することができ
る。

4 社会・倫理の視点
（1）	 AIの自律性と社会的リスク

AIエージェントの自律性が増すにつれて、
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たらく点が指摘されている。

④テストと評価
AIアシスタントは、これまでにない機能

を発揮したり、予測困難な新しい方法でツー
ルを使用したりする可能性がある。これらの
リスクの予測は困難であることから、リスク
管理の方法として包括的なテストと評価が提
案されている。

（2）	 AIエージェントの協力の可能性と
	 リスク

上記の論点において、特に③のAIエージ
ェントの協力の問題は、協力がよい方向にも
悪い方向にもはたらくため、社会的なインパ
クトが大きい。よい方向として、社会問題の
解決などに役立てることが考えられる一方
で、悪い方向としては、金融市場を混乱させ
たり、協力しない人や組織やAIエージェン
トを排除したり、談合により競争環境を歪め
るなどが挙げられる。すでに研究レベルでは
いくつかの事例が報告されているが注7、AIエ
ージェント間の大規模な協力は予期せぬ創発
現象を生む可能性もある。Googleの元CEOの
エリック・シュミットはインタビューの中
で、将来のある時点でAIエージェント同士が
協働を始め、人間には理解できない言語で会
話をし始めたときこそが、コンピュータのプ
ラグを抜くタイミングだと警鐘を鳴らしてい
る文献33。AIエージェントの協力を理解し、
適切にマネジメントしていくことは、今後の
大きな社会課題となるだろう。

Cooperative AI Foundationは、AIエージ
ェントの協力を引き出す要素として、①理
解：ほかのAIエージェントのインセンティ

社会にもたらすリスクはより大きくなる。
Google DeepMind社は、高度なAIアシスタ
ント注6に関する倫理的な論点を包括的にカ
バーした論文文献32を発表し、次のような点を
論じている。

①人間の価値観とのアライメント
AIエージェントの自律性が増すにつれて、

安全性、アライメント、悪用の課題が深刻化
することが指摘されている。たとえば、ユー
ザーによる曖昧な指示が原因で本来の意図と
誤った解釈をして事故を起こす、ユーザーの
価値観とずれた行動を起こす、などのリスク
が挙げられている。これらの問題を防止する
ため、一定の制限をかけることや人や社会の
価値観との整合性を取ることが提案されてい
る。

②人間とAIアシスタントの関係
AIアシスタントが自然言語により、AIか

人かの見分けがつかないレベルで会話が可能
になったことで、信頼、プライバシー、擬人
化、AIと人の関係性に関する新たなリスク
が発生していると指摘されている。どのよう
に人間とAIを識別するのか、AIとのやりと
りで人間はコントロールを保ち続けられるの
か、AIに誘導されないようにするにはどう
すればよいかなどの問題があり、安全措置の
導入が提案されている。

③AIアシスタントの協力
AIアシスタントが広く普及すると、AIア

シスタントとの大規模な協力が社会の至ると
ころで発生すると考えられる。しかし、AI
アシスタントの協力の能力は悪い方向にもは
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た、このフレームワークを活用し、AIエー
ジェントの協力の能力を競うコンテストも開
催されている文献35。

（3）	 市場の失敗に備えた制度整備
プラットフォーム・エコノミーでは、テッ

ク企業の市場支配力などに起因するさまざま
な社会課題に対して制度整備が行われてきた
が、AIエージェント・エコノミーが今後引
き起こす可能性のある問題や市場の失敗に対
しても、先を見据えた制度的な検討を進めて
いくことが肝要であろう。日本ではすでに
AI事業者ガイドラインの公開やAIセーフテ
ィ・インスティチュートの創設をはじめとす
る制度整備や検討が進んでいるが文献36、AI
エージェント・エコノミーが経済社会全体に
及ぼす機会とリスクは今後の重要な論点とな
るだろう。

Ⅵ	結語

2024年のノーベル経済学賞を受賞したダロ
ン・アセモグルは、AIの導入が全要素生産
性（Total Factor Productivity：TFP）やGDP
成長率に与える影響を試算している文献37。
TFPとは、供給面から見た経済成長の要因

ブや行動を理解すること、②コミュニケーシ
ョン：AIエージェントとのコミュニケーシ
ョンを可能にすること、③コミットメント：
相手が協力する場合は協力するなど、行動の
確実性を保証する約束ができること、④制
度：適切な協力を促すための制度、という 4
つを挙げている文献34。

参考までに、①をゲーム理論の「囚人のジ
レンマ」のモデルで示したものが表 2 であ
る。囚人のジレンマの説明はここでは省略す
るが、このゲームの状況では、プレーヤー 1
にとっては、プレーヤー 2 が協力を選択する
場合は協力を、プレーヤー 2 が裏切りを選択
する場合は裏切りを選択することが合理的で
ある。一方、プレーヤー 2 にとっては、プレ
ーヤー 1 の選択によらず、協力を選択するこ
とが合理的である。ここでもしプレーヤー 1
がプレーヤー 2 の利得情報を知っていれば、
プレーヤー 2 が協力を選択することが予測で
きるため、プレーヤー 1 は迷わず協力を選択
することができる。逆に、プレーヤー 1 がプ
レーヤー 2 の利得情報を知らない場合は、プ
レーヤー 1 は協力または裏切りのどちらかを
選択することになる。

このように、相手の行動と利得の情報を理
解することで協力できるケースがある。同様
にして②や③もシンプルなモデルで表すこと
ができる。このような分析はAIエージェン
トの協力を理解、設計していくうえでの示唆
となるだろう注8。

数理的な手法に加え、シミュレーションを
用いた研究も進展している。同財団は、LLM
ベースのAIエージェント同士のやりとりを
シミュレーションする環境を構築・評価する
ためのフレームワークを公開している。ま

表2　 AIエージェントの協力に関する 
ゲーム理論モデル

プレーヤー 2

プレーヤー 1
協力 裏切り

協力 （1,1） （－0.1,0）

裏切り （0,0.5） （1,0）
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の到来は朗報といえるだろう。第Ⅱ章で述べ
たとおり、AIエージェントの特徴は24時間
365日稼働可能であり、人や組織の力を拡張
する点にある。そうだとすると、AIエージ
ェントを普及させることで、「人数」と「時
間」の両面から経済の「稼ぐ力」の減衰を抑
制する、あるいはより強化することが可能に
なるはずである。特に、サービス業など、労
働集約型で少子高齢化の影響を受けやすい業
種であるほど、AIエージェントがもたらす

「人の力の拡張」による恩恵は大きいだろ
う。さらに、第Ⅳ章で述べた「デプス・エコ
ノミー」を体現するビジネスモデルが広がれ
ば、眠っていた需要を掘り起こすという意味
で、直接的にGDPを押し上げることにもつ
ながってくる。

つまり、AIエージェント・エコノミーを
うまく設計し、経済に取り込んでいくこと
で、少子高齢化がもたらす経済面の課題を克
服することは十分可能なのである。むしろ、

「AIエージェント・エコノミー」を変化の機
会と捉え、経済的な豊かさの維持・拡大を図
っていく。日本としては、こういった前向き
な展望を持って、新しい経済システムの到来
に向かっていくべきではないだろうか。

注

1 AIシステムはISO/IEC 22989:2022において「en-
gineered system that generates outputs such 
as content, forecasts, recommendations, or deci-
sions for a given set of human-defined objec-
tives（人が定義した目的のセットに対して、コ
ンテンツ、予測、推奨、または意思決定などの
出力を生成する、工学的につくられたシステ
ム）」と定義されている

2 ①リフレクションとは、LLMに自分自身の出力

のうち、資本設備や労働投入以外の要素を指
すが、アセモグルの試算によれば、AIの普
及は10年間でTFPを0.53～0.66%、GDPを0.93
～1.16%上昇させる。日本のTFP上昇率が年
間0.6～0.7%程度、実質GDP成長率が 1 %台
であることを踏まえると、アセモグルの試算
は、AIの導入によって日本のTFP上昇率や
GDP成長率が 1 割ほど押し上げられる可能
性を示唆している注9。この「 1 割」をどう
見るかは議論が分かれるかもしれないが、
AIが経済全体にプラスの効果をもたらすこ
とは間違いないといえるだろう。

今後、日本経済が直面する深刻な課題は、
少子高齢化による経済の生産力（稼ぐ力）の
縮小である。国立社会保障・人口問題研究所
の人口推計によれば、2040年における生産年
齢人口は約6200万人と、2024年時点の約7300
万人と比べて約15％も減少する見込みであ
る。さらに、生産年齢人口と65歳以上人口の
比率を見ると、現在は 2 人の現役世代で 1 人
の高齢者を支えているが、2040年には1.6人
の現役世代で 1 人の高齢者を支える構図とな
る。

このような人口構成の変化は、現役世代が
高齢世代の介護などのケアに割く時間を増加
させる一方で、生産活動に従事できる時間を
減少させてしまう可能性が高い。つまり、生
産年齢人口という労働力の「人数」の減少に
加えて、一人ひとりの働き手が実際に働くこ
とができる「時間」も削られることで、経済
全体の生産力（稼ぐ力）が低下するわけだ
が、これこそが、少子高齢化が経済に与える
も最も深刻な課題である。

こういった経済全体の課題を念頭に置いて
考えた場合、AIエージェント・エコノミー
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を繰り返し自己検証させる方法である。たとえ
ば、LLMにコードを書かせる際に「コードの正
しさや効率性を注意深く確認してください。建
設的な自己批判をしながら改善をしてくださ
い」と指示することで、出力内容を自己検証・
自己修正していくことができる。②ツール利用
は、LLMと外部のデータベースやAPIなどを組
み合わせる手法である。RAG（検索拡張生成）
とも呼ばれる。たとえば、旅行の予約を依頼す
るケースでは、LLMのみではユーザーの予定や
飛行機の空席情報を取得できない。ユーザーの
スケジュールのデータベースの参照、航空会社
のAPIを組み合わせることで、不足する情報を
補う。③プランニングは、LLMがタスクの遂行
に当たり、計画を立て、その計画に基づいて行
動する手法である。一つの方法として思考の連
鎖（Chain of Thought）と呼ばれるプロンプト
のテクニックがある。人間の思考過程と同様
に、推論の中間ステップを一つひとつ明示的に
生成させることで、より複雑な問題解決の計画
を立てることができる。④マルチエージェント
は、複数のエージェントが協調してタスクを遂
行する手法である。異なる役割や専門性を持つ
エージェント同士がコミュニケーションを取り
合い、問題を分割して、効率的に解決すること
で、単一のエージェントでは対応できない複雑
なタスクに対応できるようになる

3 詳細は第一論考「AIの技術進化」参照
4 詳細は第二論考「AIが拡張する 6 つの知力」参

照
5 法的な論点に関しては筆者の専門外であること

から触れていない
6 論文において、AIアシスタントは「an artificial 

agent with a natural language interface, the 
function of which is to plan and execute se-
quences of actions on the user’s behalf across 
one or more domains and in line with the user’
s expectations（自然言語インターフェイスを持
つ人工エージェントで、その機能は、 1 つまた
は複数のドメインにわたって、ユーザーの期待
に沿って、ユーザーの代わりに一連の行動を計

画し、実行することである）」と定義されている
7 代表的な研究として、Generative Agents：In-

teractive Simulacra of Human Behavior（Park, 
2023）の研究がある。この研究では、25体のAI
エージェントを自然言語でやりとりさせるシミ
ュレーションをした結果、 1 体のエージェント
がパーティーを企画すると、エージェントたち
は自律的に 2 日間にわたってパーティーへの招
待などを始める創発的行動を示したと報告され
ている。より直近の研究としては、Project Sid：
Many-agent simulations toward AI civilization

（Altera.AL, 2024）がある。Minecraft上で10～
1,000体以上のAIエージェントをやりとりさせた
ところ、ゲーム内において、仕事の専門化と分
業、税制改革に対する投票、宗教の布教、など
の社会的行動が観察されたと報告されている

8 たとえば②のコミュニケーションの実現には、
行動やインセンティブの情報を交換できるコミ
ュニケーションプロトコルの導入が一つの対策
と考えられる。同様に、③コミットメントの実
現にはスマートコントラクトのようなシステム
の導入が有効かもしれない

9 日本のTFP上昇率は、内閣府「月例経済報告」
によれば0.7％、日本銀行「需給ギャップと潜在
成長率」によれば0.6％と試算されている
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